獅子 はめが ね を 直して き つと それ を 見な ほしました- 

しろくま 

それ は 白熊でした。 非常に あわてて やって来ます。 獅 

子が 頭 を 一 つ 振って 道に ステッキ を つき出して 云 ひま 

ソ i, こ。 

「どうしたの だ。 ひどく 急いで ゐる ではない か。」 

白熊が びっくりして 立ち どまり ました。 その 月に 向 

いた 方のから だはぼう つ と 燐の やうに 黄い ろに また 青 

じろ くひ かりました。 

「はい。 大王 さまで ございま すか。 結構な ぉ晚で ござ 

V ます 」 

「どこへ 行く の だ。」 



「俺 は 象の 弟子で もなければ 貴様の 小 使 ひで もない 

ぞ。」 

「はい、 失礼 をいた しました。 それで はこれ で ご免 を 

かう む 

蒙ります。」 

しろくま か 

「行け 行け。」 白熊 は 頭を搔 きながら 一 生 懸命 向 ふへ 

走って 行きました。 象 はい まごろ どこかで 赤い 蛇の目 

かさ はず 

の 傘 を ひろげて ゐる il だが とわたく し は 思 ひました。 

ところが 獅子 は 白熊の あと を じ つ と 見送って 眩 やき 

ました。 

「白熊め、 象の 弟子に ならう とい ふんだ な。 頭の 上の 

方が ひらたく てい、 弟子になる だら うよ。」 そして 又 



「ほんた うだらうな。 鶏 を 盗みに 行く 所ではな からう 

な。」 

「いえ。 たしかに マラソンの 方で ございます。」 

獅子 は 叫びました。 

うそ 

「それ は 偽 だ。 それに 第一お ま へらに マラソン など は 

要らん。 そんな こと をして ゐ るから いつまでも 立派に 

ならん の だ。 いま 何 を 仕事に して ゐ る。」 

「百姓で ございます。 それから マラソンの 方と 両方で 

ございます。」 

「偽 だ。 百姓なら 何 を 作って ゐ る。」 

あは ひタ 5 ま め 

「粟と 稗、 粟と 稗で ございます。 それから 大豆で ござ 



「これで 改心し なければ この 次 は 一 べんに 引き裂いて 

しま ふぞ。 ガ アツ。」 

獅子 は 大きく 口 を 開いて 一 つどな りました。 

あき 

狐 はすつ かりき もがつ ぶれて しまって た、 V 呆れ た や 

うに 獅子の 咽喉の 鈴の 桃い ろに 光る の を 見て ゐ ます。 

その 時 林のへ りの 藪が カサカサ 云 ひました。 獅子が 

む つと 口 を閉ぢ てまた 云 ひました。 

「誰 だ。 そこに 居る の は。 こ、 へ 出て 来い。」 

藪の 中 はしん としてし まひました。 

獅子 はしば らく 鼻 を ひくひく させて 又 云 ひました。 

たぬき 

「狸、 狸。 こら。 かくれても だめ だぞ。 出ろ。 陰険 



なやつ だ。」 

狸が 藪から こそこそ 這 ひ 出して 黙って 獅子の 前に 立 

ちました。 

「こら 狸。 お前 は 立ち 聴き をして ゐ たな。」 

狸 は 目 を こすつ て 答へ ました。 

「さう かな。」 

そこで 獅子 は 怒って しま ひました。 

「さう かなだって。 ずるめ、 貴様 はいつ でも さう だ。 

はりつけに する ぞ。 はりつけに してし まふ ぞ。， - 

狸 はや はり 目 を こすりながら 

「さう かな。」 と 云って ゐ ます。 狐 はきよ ろき よろ そ 
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